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         ･･･字が大きめ          ･･･中高生にも          ･･･図・写真が多い      

 

平成 20 年２月号 

大阪市立図書館 「あなたにこの本を！」選定委員会 

 

大大阪モダン建築 －GREAT OSAKA GUIDE BOOK－ 

 ジャンル ： 大阪にゆかりの本 橋爪紳也 監修  

高岡伸一、三木 学 編著 

青幻舎 1680 円（0011519077） 

 

大正から昭和初期にかけて、大阪市は人口・面積ともに日本最大の都市として

産業が栄え、モダンな文化が花開き、「大大阪(だいおおさか)」と呼ばれた。本書

は、現存する近代建築をカラー写真とともに紹介する。中央公会堂などのよく知ら

れる建築物から、見過ごしてしまいそうな建物まで 79 件を取り上げており、当時

の様子をいまに伝える外観や内装の写真を眺めるだけでも楽しい。本書を片手に

大阪のまちを散策してみませんか。巻末に年表、マップ付き。 〔521.6〕 
 
 

 

 

 

女子プロ野球青春譜1950 －戦後を駆け抜けた乙女たち－

 ジャンル ： 生き方・考え方に学ぶ谷岡雅樹 著 

講談社 1680 円 (0011505357) 

戦後間もない 1949 年、日本初の女子プロ野球球団「ブルーバード」が結成さ

れた。翌 50 年にはリーグも発足。鉄腕投手大島雅子、最強四番打者小川アエ

らのスターを輩出し女子野球旋風を巻き起こす。さらに各地にプロ球団が誕生

するが、やがて離合集散を経て幕を閉じた。本書は、元選手らへの取材から明

かされる逸話を交え、短命に終わった女子野球の盛衰をたどる。自由と不自由

が交錯する時代の中で、野球に青春を捧げたひたむきな姿が印象的だ。

〔783.7〕 

 

 
 
 

 

動物の値段  －シャチが 1 億円!!??－ 

 

 ジャンル ： 知識・教養を深める 白輪剛史 著 

ロコモーションパブリッシング 1470 円

(0011501107) 

幼いころから動物好きで、現在は動物輸入会社を営む著者。ゾウ、ヘビ、ラッ

コから生きた化石シーラカンスまで、様々な動物を取り上げ、値段をはじめとして

輸送方法、飼育方法などを詳細に解説する。キリンは首を曲げた状態で輸送檻

(おり)に入るなど、びっくりするような裏事情も明かす。あえて取引の実態をオー

プンにすることで、多くの人に動物が直面する問題を認識してもらいたいと著者

は語る。巻末に関係法律や条約の抜粋を収録。  〔480.7〕 

 

 



 

 

 
キャラ化するニッポン  

 ジャンル ： 現代社会を見つめる 相原博之 著 

講談社 735円 (0011497457) 

いま日本では、「ボケキャラ」「アネゴキャラ」など、人格を「キャラ」として単純化する現象、いわゆる「キ

ャラ化」がおきている。本書ではキャラクター研究所の所長である著者が、日本人とキャラクターの関係を

軸に、ドラマや政界など多方面からこの現象を解き明かしていく。子どもたちは、親友よりもキャラクターに

親しみを感じているといった驚きの調査結果もあり、現代のストレス社会や人間関係の問題を浮き彫りに

している。  〔361.5〕 

 

 

 
鈴木亜久里の冒険  －走れ、Ｆ１ビジネス!!－ 

 ジャンル ： 生き方・考え方に学ぶ赤井邦彦 著 

山海堂 1680円 (0011505367） 

2005年、鈴木亜久里は夢をかなえ、日本でＦ１チームをたちあげた。だが、日本ではモータースポーツ

への関心が低く、スポンサー獲得難による資金不足など、チーム運営は課題の多いものだった。本書は、

彼が代表となる「スーパーアグリＦ１チーム」の誕生からグランプリ入賞、そして現在までの足跡をまとめる。

わずかな支援者と知人の助力を得てレースを続けるなか、チームが一丸となって、成長していく姿には大

きな勇気を与えられる。 〔788.6〕 

 

 

 
バイオマスは地球環境を救えるか   

 ジャンル ： 知識・教養を深める 木谷 収 著 

岩波書店 819 円 (0011539191) 

バイオマスとは生物由来のエネルギー資源のことで、石油の代替エネルギーや温暖化対策の柱として

注目されている。排泄物からメタンガスを作るタイ農村や、国をあげてサトウキビからの自動車燃料用エタ

ノールを作る計画を進めたブラジルなど、世界各地での取り組みを紹介する。また、食料の価格高騰など

バイオマスを取り巻く問題についてもふれられている。バイオマスが身近になる一冊。  〔501.6〕 

 

 

 
人材空洞化を超える 

日経ビジネス 編 
 ジャンル ： 現代社会を見つめる 

日本経済新聞出版社 1575円 (0011535306) 

近年、日本の企業は、短期的な利益とコスト削減を追い求めるあまり、派遣などの非正社員に仕事を任

せていった。その結果起こったことは、会社の中で人材が育たず、技術やノウハウが途絶えてしまう「人材

空洞化」だった。本書は、雑誌の特集記事をまとめたものであり、問題を解決するために人材育成に取り

組み始めた様々な企業を紹介する。多数の経営者や社員の生の声には、企業が人材空洞化を超えて新

たな成長へと向かうヒントがつまっている。 〔336.4〕 

 

 
 
騙（だま）される脳 －ブームはこうして発生する－ 

 ジャンル ： 知識・教養を深める 米山公啓 著 

扶桑社 777 円 (0011485305) 

神経内科専門の医師でもある著者が、脳科学の視点から、ブーム発生の理由や、商品が売れる理由

を説明したのが本書だ。著者は、ブームの火付け役をクチコミとし、それは新しいことを行うなかで得た「脳

の快感」を他人に自慢し、さらに増幅させていく行為だと分析する。「脳の快感」をキーワードに、健康ブー

ム、行列のできる店、ブランドなど、様々な流行をわかりやすく説明し、流行に騙（だま）されないための秘

訣（ひけつ）も伝授する。 〔361.5〕 

 


